
右
の
表
の
う
ち
昭
和
一
一
一
十
七
・
三
十
八
両
年
の
輸
入
減
少
の
理
由
は
郵
便
で
輸
入
し
た
書
籍
の
金
額
の
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

と
こ
ろ
で
、
右
の
五
年
間
に
於
け
る
当
社
の
洋
書
輸
入
量
は

昭
和
三
十
六
年
八
七
二
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
七
年
九
一
六
、
○
○
○
冊

第
五
章
洋
書
な
ら
び
に
和
書
の
商
績

昭
和
三
十
六
年
’
四
十
年
の
五
年
間
に
お
け
る
我
が
国
の
洋
書
輸
入
額
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
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輸
入
量
の
増
加

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
八
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
年

八五三六
、、、、

二一Ｉづ五二
六一・翼七
八・一. 芝八

一
六
、
四
六
二

ー一戸▲一一

工l 凸一二一一一一．
、、、、、

九○○二: - 吾
含一・五一誼六
六二五・・○
、、、、、

六四九八○
八八六八八
○○○○○

年
度
金

閥〃１

（
単
・
位
一
ｒ
幸
侭
‐
ル
）

邦
貨
換
算
額

（
単
位
千
円
）



昭
和
三
十
八
年
九
三
五
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
九
年
九
四
二
、
○
○
○
冊

昭
和
四
十
年
一
、
○
一
一
、
○
○
○
冊

で
あ
っ
た
。
年
女
そ
の
輸
入
量
を
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
従
来
の
倉
庫
で
は
手
狭
に
な
り
、
平
和
島
の
配
送
セ
ン

タ
ー
建
設
の
案
を
練
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲
昭
和
三
十
六
年

二
各
種
洋
書
展
覧
会

1５４５

「
現
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
科
学
書
展
ｌ
法
律
・
経
済
。
政
治
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
四
月
十
日
’
十
五
日

フ
ラ
ン
ス
書
の
展
覧
会
は
、
既
に
数
回
催
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
か
か
げ
て
の
展
覧
会
は
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
当

社
と
フ
ラ
ン
ス
図
書
と
の
主
催
で
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
日
仏
会
館
（
日
仏
社
会
学
協
会
。
日
仏
法
学
会
。
日
仏
経
済
学
会
）
、
在
日

フ
ラ
ン
ス
商
業
会
議
所
の
後
援
を
得
て
本
社
三
階
画
廊
で
開
催
し
た
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
科
学
研
究
の
動
向
を
知
る
上
に

必
要
と
考
え
ら
れ
る
書
籍
。
雑
誌
七
○
○
余
点
を
集
め
て
の
展
示
即
売
会
で
あ
っ
た
。

「
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
独
立
の
父
ホ
セ
。
リ
サ
ー
ル
博
士
生
誕
百
年
記
念
関
係
書
籍
展
」
六
月
十
二
日
’
十
四
日

こ
の
年
は
ホ
セ
。
リ
サ
ー
ル
博
士
の
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
こ
の
年
六
月
十
九
日
に
盛
大
な
記
念
式
を
行
う
と

の
報
道
も
あ
っ
た
。
同
国
と
わ
が
国
と
の
関
係
は
古
い
が
、
明
治
一
一
一
十
三
年
比
島
独
立
運
動
に
は
邦
人
で
そ
れ
を
支
援
活
動
し
た
も
の



こ
の
催
し
は
当
社
と
し
て
は
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
展
示
の
書
物
は
洋
書
。
和
書
合
せ
て
約
六
百
点
、
電
子
計
算
機
の
基
礎
理
論

か
ら
経
営
と
そ
の
諸
科
学
へ
の
活
用
に
い
た
る
ま
で
広
範
囲
に
亘
っ
て
精
選
し
て
展
示
し
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
七
年
四
月
号
に
は

平
尾
秀
夫
総
理
府
統
計
局
技
官
の
「
電
子
計
算
機
文
献
紹
介
」
の
寄
稿
を
得
た
。
こ
の
時
既
に
総
理
府
統
計
局
、
気
象
庁
等
で
は
Ｉ
Ｂ

Ｍ
電
子
計
算
機
を
採
用
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
二
○
○
台
を
輸
入
し
て
い
た
。
一
方
国
内
で
は
富
士
電
機
、

電
電
公
社
、
日
立
製
作
所
、
日
本
電
気
な
ど
で
国
産
電
子
計
算
機
が
製
造
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
の
展
覧
会
は
各
方
面
か
ら
注
目
歓
迎
さ

れ
た
。
平
尾
技
官
の
挙
げ
た
書
籍
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 ホセ・リツーール展

も
あ
り
、
こ
の
際
、
両
国
関
係
の
史
料
を
展
示
し
、
同
国
と
の
友
好
関
係

を
深
め
る
一
助
に
も
と
の
考
え
か
ら
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
主
催
は
当
社

と
明
治
文
化
研
究
会
、
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
、
同
賠
償
使
節
団
、
東

京
都
、
大
東
京
祭
協
賛
会
の
後
援
を
得
た
。
出
品
資
料
は
、
木
村
毅
、
国

立
国
会
図
書
館
上
野
支
部
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
昭
和
女
子
大
学
図
書

館
を
煩
わ
し
た
。
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
六
年
六

月
号
所
載
、
木
村
毅
「
リ
サ
ー
ル
と
日
本
」
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

㈲
昭
和
三
十
七
年

「
電
子
計
算
機
文
献
展
示
会
ｌ
そ
の
基
礎
理
論
お
よ
び
経
営
と
諸
科
学

の
活
用
ｌ
」
四
月
十
六
日
’
二
十
一
日
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ｏ
ｍ
ｐ
ｐ
言
い
記
．
の
．

○
四
口
ｐ
旨
い
両
．
の
．

自
営
①
の
菌
庫
昌
吊

昌
ｏ
の
菌
言
‐
函
崖

冨
ｏ
○
国
。
丙
①
Ｐ
ロ
．

の
国
す
ず
①
》
国
．
二
Ｆ

四
国
』
○
○
口
，
叶
吋
巳
．

⑦
ロ
》
ロ
．
己
．
１
口
伝
洋
巳
○
○
自
己
厘
庁
曾
勺
Ｈ
ｏ
ｍ
園
目
日
旨
い
．
﹈
＠
ｍ
『
》
ヨ
臼
①
『

因
．
旨
．
》
の
．
”
四
日
○
陣
ロ
．
国
司
○
○
丘
国
持
の
（
＆
の
．
）
１
画
目
，
号
○
○
丙
・
開
隆
昌
○
日
昌
目
》
。
○
営
む
鼻
昌
○
口

）
ロ
禰
庁
Ｈ
○
芦
．
い
ぐ
○
﹈
の
．
》
﹈
＠
ｍ
ｍ
‐
》
つ
つ
》
ご
く
崖
①
胃

”
・
の
、
１
国
行
。
胃
○
日
ｏ
ロ
凹
冨
㈲
ｇ
ｏ
①
印
の
旨
い
冷
○
Ｈ
団
口
の
宮
①
の
の
ロ
ロ
。
門
口
。
ｐ
の
寓
昌
．
届
ｇ
》
ご
言
﹈
①
『

”
・
の
．
ｌ
Ｈ
ｐ
●
、
冨
匡
口
”
両
﹈
の
。
胃
○
巳
ｏ
ｐ
ｍ
菌
も
Ｈ
ｏ
８
朋
冒
、
の
昌
の
忌
日
の
．
Ｈ
①
、
『
》
芦
昌
①
『

○
吊
両
ロ
唱
口
の
①
Ｈ
旨
い
”
①
ｍ
の
胃
。
丘
缶
の
の
○
○
国
庁
①
の
旨
。
、
１
国
両
ロ
‐
の
ご
ｇ
Ｑ
ｏ
Ｏ
Ｂ
ｂ
ｇ
旨
伽
ロ
の
ぐ
旨
①
の
．

明治維新をめぐる日英関係資料展

「
明
治
維
新
を
め
ぐ
る
日
英
関
係
資
料
展
」
十
月
八
日
’
十
一
日

こ
の
年
は
生
麦
事
件
か
ら
百
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
、
日
英

関
係
の
歴
史
を
回
顧
し
、
両
国
の
親
善
関
係
を
よ
り
一
層
親
密
に
す
る
こ

と
を
願
っ
て
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
英
協
会
と
当
社
の
共
同
主
催
、
外

務
省
と
英
国
大
使
館
の
後
援
で
三
階
画
廊
を
会
場
と
し
た
。
開
場
に
当
っ

て
は
か
つ
て
駐
英
大
使
で
あ
っ
た
松
平
恒
雄
の
息
女
で
あ
る
同
協
会
会
長

秩
父
宮
妃
殿
下
の
御
来
店
を
仰
ぎ
、
会
場
の
テ
ー
プ
を
切
っ
て
い
た
だ
い

た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
七
年
十
月
号
に
は
、
西
春
彦
元
駐
英
大
使
に
「
生

麦
事
件
百
周
年
を
迎
え
て
」
の
寄
稿
を
得
た
。
展
観
資
料
は
、
英
国
大
使

館
、
外
務
省
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
国
立
国
会
図
書

﹈
＠
ｍ
つ
や

1５４７



「
ア
ジ
ア
関
係
害
展
示
即
売
（
昏
庁
①
自
営
Ｏ
ｇ
－
ｍ
Ｏ
Ｏ
丙
国
恩
○
鼻
の
儲
○
§
）
展
」
十
一
月
二
十
二
日
’
十
二
月
四
日

米
国
の
○
○
﹈
目
号
冨
口
・
勺
・
』
○
○
日
の
巨
口
．
勺
・
》
国
胃
冒
己
ｑ
・
㈲
．
》
日
篇
﹈
○
盲
の
閏
○
℃
丙
旨
の
厚
①
の
、
》
埠
冒
８
庁
９
口
・
も
．
》
の
芭
ぐ
①
罰

団
員
烏
詳
○
ｐ
》
倒
四
﹈
①
ロ
．
句
．
等
の
出
版
物
は
、
こ
れ
ら
の
大
学
出
版
部
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
冒
蔚
曽
昌
○
息
﹈
国
○
○
丙
国
恩
○
風

害
」
の
寄
稿
を
得
た
。
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館
、
ア
ー
ネ
ス
ト
。
サ
ト
ウ
の
研
究
家
池
田
栄
三
郎
な
ど
か
ら
借
用
し
た
。

「
プ
レ
ァ
ー
ド
版
展
示
即
売
会
」
十
月
八
日
’
二
十
日

こ
れ
は
、
当
社
本
店
三
階
洋
書
売
場
で
催
し
た
プ
レ
ァ
ー
ド
叢
書
の
展
覧
会
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
は
、
初
め
ル
。
タ
ン
デ
ッ
ク
の
編

纂
に
よ
っ
て
一
九
一
一
一
一
年
、
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
作
全
集
が
出
版
さ
れ
た
時
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
と
き
は
、
国
蝕
昌
①
社
と
し
て
出
し

て
い
た
が
、
一
九
一
一
一
三
年
、
パ
リ
の
世
界
的
出
版
社
の
邑
冒
口
己
が
主
宰
す
る
に
至
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
約
百
の
作
家
の
全

集
で
も
あ
り
、
バ
イ
ブ
ル
、
コ
ー
ラ
ン
、
マ
ル
ク
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
古
典
も
含
み
、
二
○
○
タ
イ
ト
ル
以
上
を
出
し
て
い
る
。

価
格
は
二
、
三
○
○
’
六
、
○
○
○
フ
ラ
ン
と
高
い
が
、
ま
こ
と
に
流
酒
な
感
じ
の
書
物
で
あ
る
。
（
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
七
年
八
月
号
井

上
究
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
の
す
ば
る
文
庫
」
参
照
）

「
料
理
西
か
ら
東
か
ら
ｌ
味
覚
の
本
を
集
め
て
ｌ
」
十
一
月
八
日
’
十
三
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
前
に
し
て
、
こ
の
頃
海
外
の
料
理
の
本
に
対
す
る
需
要
が
、
非
常
に
増
加
し
て
き
た
の
で
、
味
覚
の
秋

を
機
会
に
、
海
外
か
ら
関
係
書
数
百
点
を
取
り
集
め
て
展
示
即
売
会
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
方
か
ら
も
ホ
テ
ル
・
料
理
関
係
の

来
観
者
が
あ
り
、
予
想
外
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
七
年
十
月
号
に
は
、
料
理
研
究
家
飯
田
深
雪
女
史
の
「
料
理
の
洋



「
せ
か
い
の
絵
本
展
示
即
売
会
」
は
、
昭
和
一
一
一
十
九
年
に
は
、
十
一
月
一
一
日
か
ら
七
日
ま
で
第
一
一
回
を
、
前
年
よ
り
も
多
く
の
国
か

ら
作
品
を
集
め
精
選
の
上
一
一
一
五
○
点
余
を
展
示
。
即
売
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
第
一
一
面
を
開
催
し

た
。
今
度
は
従
来
手
の
及
ば
な
か
っ
た
ソ
連
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
北
欧
。
東
欧
諸
国

の
絵
本
多
数
を
も
含
め
て
絵
本
約
一
一
一
○
○
点
、
五
、
○
○
○
冊
を
、
そ
れ
も
初
入
荷
の
も
の
ば
か
り
を
展
示
し
た
。
第
一
回
、
第
二
回

に
増
し
て
多
数
の
方
々
の
来
店
を
得
た
。

「
せ
か
い
の
絵
本
展
示
即
売
会
」
十
一
月
十
二
日
’
十
八
日

当
社
は
終
戦
後
も
外
国
の
絵
本
に
は
常
に
注
意
し
、
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
は
内
外
の
絵
本
を
多
量
に
売
場
に
展
示
し
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
頃
に
な
る
と
、
幼
児
の
頃
か
ら
外
国
語
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
気
運
も
高
ま
っ
て
き
た
一
方
に
児
童
文
学
関
係
者
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
側
か
ら
も
、
内
容
の
よ
い
絵
本
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
日
本
の
児
童
読
物
向
上
の
一
助
と
も
な
れ
ば
と

の
意
図
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、

イ
タ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
諸
国
か
ら
八
一
○
点
の
絵
本
を
取
り
寄
せ
て
展
示
し
た
。
こ
の
展
覧
会

は
「
朝
日
新
聞
」
を
は
じ
め
新
聞
。
雑
誌
。
テ
レ
ビ
放
送
等
で
も
取
上
げ
ら
れ
て
予
想
し
な
い
賞
讃
を
得
、
参
観
者
総
数
六
千
余
人
に

④
．
○
§
を
経
由
し
て
口

同
昭
和
三
十
八
年

㈲
昭
和
三
十
九
年

を
経
由
し
て
日
本
へ
輸
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
特
に
ア
ジ
ア
関
係
書
一
一
一
○
○
点
を
選
び
、
展
示
即
売
し
た
。
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達
し
た
。



「
ソ
ビ
エ
ト
自
然
科
学
図
書
雑
誌
展
」
八
月
一
一
十
六
日
’
三
十
一
日

こ
の
催
し
は
、
当
社
と
し
て
は
初
め
て
で
、
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
図
書
取
扱
会
社
日
ソ
図
書
株
式
会
社
の
申
し
出
で
に
よ
っ
て
、
計

画
段
階
か
ら
参
画
し
た
。
こ
の
た
め
日
ソ
図
書
の
社
員
が
ソ
連
に
赴
き
自
然
科
学
図
書
の
ほ
か
語
学
関
係
書
も
仕
入
れ
て
帰
国
、
本
店

一
一
一
階
の
画
廊
で
展
示
し
た
。
何
分
に
も
語
学
上
の
障
害
が
あ
っ
て
売
行
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
価
格
が
安
い
と
い
う
点
で
注
目
を
惹
い

た
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
の
教
授
が
、
「
ロ
シ
ヤ
語
さ
え
読
め
れ
ば
こ
ん
な
い
い
本
が
こ
ん
な
に
安
く
買
え
る
の
に
」
と
嘆
声
を
洩

さ
れ
た
と
い
う
。
本
店
終
了
後
、
各
支
店
を
巡
回
開
催
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
翌
四
十
年
九
月
六
日
’
九
日
に
も
開
催
さ
れ
た
。

「
一
九
六
五
年
海
外
雑
誌
新
聞
見
本
展
ｌ
最
近
五
カ
年
の
創
刊
誌
を
集
め
て
ｌ
」
九
月
一
一
十
六
日
’
十
月
一
一
一
日

例
年
九
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
、
翌
年
の
新
聞
雑
誌
の
購
読
予
約
の
た
め
の
「
海
外
雑
誌
新
聞
見
本
展
覧
会
」
を
本
支
店
を
通
じ
て

「
学
鐙
」
で
は
、

亘
っ
て
掲
載
し
た
。
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「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
献
展
示
即
売
会
ｌ
生
誕
四
○
○
年
を
記
念
し
て
」
四
月
六
日
’
十
一
日

此
の
年
即
ち
一
九
六
四
年
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
生
誕
四
百
年
に
あ
た
っ
た
。
英
国
は
勿
論
、
世
界
の
多
く
の
国
で
、
そ
れ
を
記
念

す
る
催
し
が
行
わ
れ
た
。
英
国
を
除
け
ば
、
日
本
ほ
ど
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
盛
ん
な
国
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
我
が
国
だ
け
に
、

日
本
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
協
会
を
初
め
い
ろ
い
ろ
の
機
関
で
記
念
の
催
し
が
あ
っ
た
。
当
社
に
お
い
て
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
種
食
の
準

備
を
と
と
の
え
て
い
て
、
四
月
早
友
か
ら
、
こ
の
展
示
即
売
会
を
開
い
た
。
当
社
主
催
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
献
展
と
し
て
は
、
昭
和

八
年
五
月
、
坪
内
道
遥
。
市
河
一
一
一
喜
両
氏
の
指
導
で
「
沙
翁
文
献
展
」
を
開
い
て
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
学
鐙
」
で
は
、
一
．
）
の
年
一
月
か
ら
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
」
と
題
す
る
特
集
柵
を
設
け
、
国
内
屈
指
の
諸
氏
の
寄
稿
を
長
期
に



点
を
取
揃
え
た
。

こ
こ
で
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
昭
和
四
十
年
に
至
る
十
二
年
間
に
当
社
が
受
け
た
新
聞
雑
誌
の
予
約
点
数
を
挙
げ
て
見
よ
う
。

昭
和
二
十
九
年
八
三
、
三
○
○
点

昭
和
三
十
年
八
七
、
五
○
○
点

昭
和
三
十
一
年
九
一
、
九
○
○
点

昭
和
三
十
二
年
九
五
、
五
○
○
点

昭
和
三
十
三
年
九
九
、
四
○
○
点

昭
和
三
十
四
年
一
○
四
、
三
○
○
点

昭
和
三
十
五
年
一
○
九
、
六
○
○
点
一

昭
和
三
十
六
年
一
一
六
、
一
○
○
点

昭
和
三
十
七
年
一
二
○
、
八
○
○
点

昭
和
三
十
八
年
一
二
八
、
○
○
○
点

昭
和
三
十
九
年
一
三
四
、
四
○
○
点

昭
和
四
十
年
一
四
一
、
一
○
○
点

毎
年
約
五
％
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
が
、
雑
誌
の
定
期
購
読
者
数
を
伸
ば
す
の
も
決
し
て
易
☆
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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行
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
年
は
特
に
過
去
五
年
の
間
に
各
国
で
創
刊
し
た
新
刊
雑
誌
の
う
ち
各
分
野
で
最
も
優
れ
た
も
の
六
○
○



く
閏
﹈
四
ぬ

く
貝
匿
い

富
。
⑦
愚
急
‐
国
匡
固
競
も
○
鼻
の
巨
富
自
営
陣
○
口
缶
胆
①
口
。
『
日
貝
唇
臼
の
芦
ご
ｍ
日
巷
武
○
口
缶
的
の
画
旦
隆
昌
①
働
８
口
○
底
の
昌
旨
巴

の
○
ｇ
①
耳
缶
。
且
①
目
甘
勺
屈
め
の
傍
目
の
己
８
揖
冒
の
陣
冨
は
○
口
○
冷
勺
昏
望
四
＄
隆
昌
①
昼
８
口
冨
幽
ｇ
の
Ｈ
ｇ
菌
８
﹈
の
Ｏ
ｇ
の
国

。
〕
の
旨
〕
８
﹈
缶
房
胃
月
蕨
の
①
Ｈ
ぐ
旨
①
﹈
○
冨
旨
乏
琶
２
件
の
○
口
の
の
巳
〕
の
○
国
ご
画
Ｏ
ｐ
ｏ
儲
口
○
２
日
①
茸
の
急
．
、
倖

弓
三
房
甘
の
○
○
．
Ｈ
・
両
．
国
．
同
．
缶
目
の
Ｈ
﹈
８
口
旨
の
ｓ
ｏ
巴
Ｐ
ｍ
ｍ
Ｏ
ｏ
旨
武
○
口
傍
目
①
国
８
口
の
○
ｓ
①
ご
ｏ
端
。
ぐ
唇

画
ロ
四
口
●
の
①
愚
国
巳
○
旧
８
﹈
傍
ウ
の
胃
凹
ｏ
肝
ロ
日
ぐ
①
Ｈ
巴
ご
旦
○
宮
８
ｍ
○
吋
屍
①
の
、

（
ロ
ロ
芹
①
。
属
旨
胆
号
目
）

国
胃
宣
く
①
」
﹈
の
ｇ
①
昌
薗
ｏ
弓
巨
匡
」
８
陣
○
口
、
○
貰
画
胃
箆
的
①
口
昌
ぐ
日
日
ご
勺
篇
、
の
○
ぽ
①
目
言
巴
の
○
日
の
匂
○
○
崖
ｇ
》
の

国
○
同
旨
猶
の
目
印
陣
甘
は
○
口
の
○
冷
両
〕
の
９
回
。
巴
画
画
唱
口
の
①
厨
旨
四
Ｏ
Ｂ
旨
煙
ご
‐
倖
○
○
．
勺
閏
ｍ
四
日
○
ｐ
弔
蔚
、
の

国
○
巨
甘
胆
の
門
貝

（
の
臼
日
興
ロ
『
）

ぐ
の
ユ
型
。
Ｑ
﹈
①
日
尉

（
句
Ｈ
Ｐ
ｐ
ｏ
の
）

ロ
ロ
ロ
○
＆
の
煙
昌
冨
輿
，
ぐ
崖
胃

（
の
剖
弓
岸
国
の
陸
四
口
ロ
）

こ
こ
で
は
雑
誌
。
新
聞
の
主
要
海
外
取
引
先
を
左
に
記
し
た
。

（
ロ
．
の
．
缶
．
）

言
酉
岸
①
Ｈ
ユ
①
の
目
算
９
弓
‘
・
面
．
の
困
号
四
○
底
の
冒
冒
胆
の
儲
‐
ぐ
①
儲
医
、
の
①
○
侭
①
弓
冨
①
日
①

西
口
ｏ
彦
騨
篇
巨
四
の
の
○
口
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国
鳥
昏
畔
吊
閏
ぐ
の
匙
画
胆

の
．
嗣
胃
、
囚

国
昭
和
四
十
年

崖
自
①
の
の
口
ぬ
い
①
陸
①
門
酎

（
ロ
の
ロ
日
日
丙
）

》
南
口
ロ
丙
の
ｍ
山
口
時
。

（
国
○
﹈
旨
騨
ｅ

両
涜
①
乱
①
叶
砲
戸
匡

「
英
国
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
そ
の
生
活
展
」
九
月
十
三
日
’
二
十
四
日

昭
和
四
十
年
九
月
十
七
日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
、
東
京
の
晴
海
埠
頭
で
盛
大
な
英
国
博
覧
会
が
催
さ
れ
た
。
当
社
で
は
飾
窓
、
店
内

装
飾
、
各
種
催
物
展
示
会
な
ど
を
催
し
て
、
こ
の
博
覧
会
を
協
賛
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
催
し
が
｝
）
の
展
覧
会
で
英
国
大
使
館
文

化
部
、
英
国
文
化
振
興
会
の
協
力
を
得
た
。
終
戦
後
、
都
市
の
建
設
面
・
整
備
面
で
多
種
多
様
な
難
問
を
抱
え
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ

て
、
既
に
六
十
年
の
経
験
を
も
つ
英
国
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
情
況
を
写
真
や
図
面
そ
れ
に
関
す
る
書
籍
を
展
示
即
売
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
時
に
三
階
の
洋
書
売
場
で
は
英
国
作
家
の
作
品
と
評
論
の
英
国
私
家
版
本
を
展
示
即
売
し
た
。
ま

た
当
社
は
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
英
国
政
府
刊
行
物
出
版
局
（
国
閏
冒
旦
①
、
ご
》
の
、
冨
陣
○
月
ｑ
○
酌
８
１
国
．
旨
．
の
．
○
・
）
の
日
本
総
代
理

店
で
も
あ
っ
た
の
で
同
政
府
刊
行
物
の
展
示
即
売
を
も
行
な
っ
た
。
更
に
九
月
十
七
日
か
ら
十
月
一
一
日
ま
で
、
《
《
ｏ
Ｏ
ｇ
ｐ
昌
呂
国
匡
①
こ

（
胃
叶
巴
『
） ㈲

戸
宮
厨
匡
ロ
四
○
○
．
画
桝
８
５
菌
冒
の
ｓ
８
ｚ
ｏ
儲
昏
‐
国
○
屋
“
ロ
ロ
㈲
ロ
ず
房
匡
ｐ
ｍ
ｏ
ｐ

局
叶
四
屋
四
コ
⑦
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アレキサンドラ王女御来店

ｌ
」
十
月
四
日
’
九
日

蕊

こ
の
展
覧
会
は
前
年
開
催
の
「
ソ
ビ
エ
ト
自
然
科
学
図
書
雑
誌
展
」
が
好
評
を
得
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
当
社
主
催
、
ソ
連
図
書
公
団
、

日
ソ
図
書
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
の
協
賛
に
よ
っ
て
催
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
日
ソ
関
係
は
、
年
交
密
接
の
度
を
加
え
、
こ
と
に
戦
後

や

1 5 5 4

「
》
＄
‐
》
忠
言
○
号
９
句
号
﹈
冒
辱
展
」
十
一
月
九
日
’
十
二
月
四
日

こ
の
年
に
発
行
さ
れ
た
冒
○
鳥
目
弔
匡
目
ｇ
ご
》
は
第
一
一
一
十
五
巻
に
当
る
。

大
正
十
三
年
創
刊
以
来
日
本
の
広
告
宣
伝
界
か
ら
、
重
視
さ
れ
て
来
た
一
種
の

尋
へ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
、
ま
さ
に
広
告
宣
伝
の
世
の
中
で
、
そ

の
売
行
も
年
と
と
も
に
急
増
し
て
き
た
。
そ
こ
で
当
社
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
発
行

元
の
目
呂
○
急
の
菌
社
と
共
催
で
｝
）
の
展
覧
会
を
催
し
た
。

「
第
一
回
ソ
連
学
術
図
書
雑
誌
展
ｌ
最
近
の
科
学
技
術
文
献
を
中
心
と
し
て

を
特
別
展
観
し
た
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
催
し
の
た
め
特
に
英
国
か
ら
貸
与
さ
れ

た
も
の
で
、
極
め
て
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
の
た
め
英
国
代
表
と
し
て
来
日
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
王
女
（
現

ク
イ
ー
ン
の
従
妹
）
と
ご
夫
君
の
オ
ギ
ル
ピ
ー
氏
が
、
九
月
十
九
日
朝
、
本
店

へ
御
来
店
に
な
っ
た
の
で
、
司
社
長
や
桜
井
取
締
役
ら
が
入
口
に
お
迎
え
し
て
、

店
内
を
ご
案
内
申
し
上
げ
た
。



㈲
辞
典
類

》
）
こ
で
は
語
学
辞
典
か
ら
百
科
辞
典
、

に
お
け
る
同
国
の
科
学
技
術
の
発
達
は
、
目
を
瞳
る
も
の
が
あ
り
、
ロ
シ
ヤ
語
と
い
う
障
害
を
越
え
て
ソ
連
の
科
学
技
術
に
学
ぶ
べ
き

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
戦
後
は
多
く
の
大
学
で
ロ
シ
ヤ
語
科
を
設
置
そ
の
効
も
出
は
じ
め
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
ソ
連

の
学
術
文
献
の
中
か
ら
自
然
科
学
書
約
八
○
○
点
、
定
期
刊
行
物
一
五
○
点
を
展
示
即
売
し
た
。

だ
○負

目
冨
○
鴬
○
己
同
ロ
唱
陸
〕
目
。
陣
○
画
胃
『
．
届
く
○
﹈
の
》
》
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
戦
後
初
め
て
我
が
国
へ
輸
入
さ
れ
た
と
き
も
よ
く
売

れ
た
。
こ
の
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
シ
ー
ト
の
侭
輸
入
し
、
当
社
で
製
本
し
た
。

経
済
や
学
問
の
交
流
が
、
極
め
て
活
発
に
な
り
、
し
か
も
新
し
い
学
説
や
理
論
の
出
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
頃
の
洋
書
の
売
れ
行
き
は

良
好
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
エ
ヴ
ェ
リ
マ
ン
叢
書
や
、
ワ
ー
ル
ド
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
ス
、
ぺ
リ
ヵ
ン
プ
ッ
ク

ス
、
ホ
ー
ム
ュ
ニ
パ
シ
テ
ィ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
、
レ
ク
ラ
ム
文
庫
、
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
な
ど
が
手
ご
ろ
で
、
値
段
も
安
い
の
で
相
変
ら
ず

良
い
売
行
を
示
し
た
。

三
好
評
の
洋
書

両
己
，
。
『
巳
呂
＆
旨
跨
目
の
国
８
口
四
・
ご
ｇ
＆
・
》
ぢ
ぐ
○
﹈
の
．
》
乞
臼
》
傍
目
の
画
８
国
騨

門
声
①
○
〆
冷
○
己
同
ロ
的
屋
昏
口
甘
画
○
口
胃
琶
．
届
く
○
﹈
の
．
言
涛
彦
騨
２
℃
己
①
冒
曾
昇
陣
豆
匡
ご
晦
国
ご
声
『
．
ご
ｇ
》
○
〆
ざ
巳
鼻

歴
史
事
典
を
含
め
て
、
各
種
辞
典
類
の
中
か
ら
と
く
に
販
売
数
の
多
か
っ
た
も
の
を
撰
ん
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○
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四
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．
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昏
＆
．
》
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○
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ｇ
昼
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－
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巨
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旨
胃
〆
国
．
句
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》
ｚ
・
の
．
の
画
乱
○
己
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・
国
涛
巴
の
の
（
の
号
・
）
Ｉ
同
旨
目
ｏ
﹈
○
℃
①
ユ
冒
○
冷
勺
○
ご
巨
胃
の
９
９
８
脚
ロ
ロ

弓
①
。
屋
昌
○
﹈
○
ｍ
『
．
旨
く
○
﹈
の
．
》
這
震
》
胃
貝
①
儲
９
９
，
８
陣
ヨ
臼
①
『

門
宮
①
旨
①
旨
丙
門
冒
。
①
〆
○
冷
○
宮
①
ロ
昌
○
巴
の
四
口
○
口
埼
巨
ｍ
の
．
司
昏
の
。
．
》
患
ｇ
》
旨
①
月
汽

○
ず
の
届
ぬ
》
国
．
騨
句
．
ロ
．
〕
○
画
の
の
Ｉ
旨
肖
冒
旨
貝
胃
》
の
国
四
口
。
ご
○
○
﹈
肉
．
弓
昏
①
。
．
》
己
霞
》
日
壷
①
旨
旦
偉
の
陣
冒
﹈
勺
罵
の
⑩

○
﹈
①
①
の
丙
葺
》
の
．
陣
の
．
冨
○
丘
Ｈ
－
国
四
画
，
』
ず
○
○
斤
○
冷
雨
臥
具
Ｏ
Ｈ
８
ｑ
国
図
の
蔵
８
○
冷
昏
①
の
勺
胃
．
﹈
＠
＄
》
宛
の
旨
丘
○
匡

書
籍
（
技
術
酷

に
増
加
し
た
。

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、
宇
宙
工
学
、
原
子
力
関
係
等
の
書
籍
。
雑
誌
が
良
い
売
行
を
示
し
た
。
同
時
に
、
理
エ
学
各
分
野
の
基
礎
的
な

書
籍
（
技
術
的
な
も
の
を
含
め
て
）
の
需
要
も
大
き
か
っ
た
。
ま
た
戦
時
中
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
た
め
の
化
学
雑
誌
の
注
文
が
急
速

③
理
工
学

一
方
に
お
い
て
産
業
と
く
に
鉱
工
業
の
廃
水
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
染
、
工
場
廃
煙
や
自
動
車
の
廃
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
が

海
産
・
農
産
物
お
よ
び
人
体
に
及
ぼ
す
悪
影
響
も
問
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
公
害
防
止
関
係
の
洋
書
の
需
要
が
増
え
た
。
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．
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一
九
六
二
年
、
Ｊ
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、
Ｗ
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
Ｅ
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
等
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
作
家
の
新
作
及
遺
作
の
注
文
が
増
え
る
一
方
で
、
英
米
文
学
共
に
戦
後
に
出
現
し
た
作
家
達
の
活
躍
が
目
立
ち
、
そ
の

作
品
が
読
者
層
に
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
学
生
の
卒
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の
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で
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ェ
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ホ
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Ｗ
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Ｔ
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ザ
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Ｗ
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Ｊ
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Ｆ
ｏ
Ｓ
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フ
ィ
ッ
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ジ
ェ
ラ
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ド
等
ア
メ
リ
カ
の
作
家
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
作
家
の
研
究
を
凌
ぐ
勢
い
に
な
っ
た
。
各
大
学
の
文
学
研
究
者
か

ら
も
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
研
究
書
の
注
文
が
増
え
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
児
童
文
学
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れ
る
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う
に
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り
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．
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が
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の
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一
）
と
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よ
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、
各
大
学
の
英
文
学
研
究
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ら
の
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文
が
多
か
っ
た
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色
の
の
罫
＆
の
彦
巴
８
ｍ
己
の
胃
の
囚
匡
』
○
ぬ
愚
ロ
宮
『
﹈
房
①
Ｉ
乞
認
．
ご
＄
》
勺
⑦
ロ
ロ
遇
辱
目
．
旨
の
冨
篇
ロ
．
局
．

ヨ
『
の
崖
①
丙
》
局
．
ｌ
ｏ
Ｏ
ｐ
ｏ
ｇ
厨
呉
○
暁
旨
９
ｍ
目
．
ご
＄
》
曙
巴
①
ｑ
・
弓
．

陣
①
冒
輿
】
の
．
１
日
彦
①
ｐ
８
言
○
時
弓
国
的
①
Ｑ
胃
．
喧
臼
・
句
四
一
〕
２

国
の
島
国
》
旨
．
‐
目
宮
の
弓
昏
＆
胃
①
○
冷
普
の
捧
げ
の
巨
己
．
ご
ｓ
》
㈲
胃
①

国
○
○
昏
》
ざ
．
．
○
．
１
日
彦
①
”
﹈
】
の
８
口
○
○
時
園
○
画
○
口
．
、
喧
臼
》
ロ
日
ぐ
．
○
時
○
宮
８
ｍ
○
句
片
．

ロ
﹈
言
旨
ロ
ロ
．
》
の
．
１
愚
鯉
口
的
巨
四
ｍ
①
口
唇
ユ
の
ご
』
の
．
届
段
》
国
胃
恒
①
の
陣
ｚ
ｏ
亘
①

勺
の
胃
８
》
”
・
国
．
Ｉ
弓
宮
の
○
○
貝
甘
昌
ご
ｏ
儲
毎
日
の
国
８
口
も
○
⑦
胃
『
．
﹈
①
臼
』
旬
Ｈ
旨
８
８
昌
口
．
句
．

1５６２

家
の
作
品
も
良
く
売
れ
た
。
国
巨
瞥
伊
○
宮
口
ｍ
》
倭
儲
昏
昌
”
目
の
○
日
の
》
○
・
の
．
斥
乱
の
》
Ｐ
．
衿
．
冒
旨
の
》
国
①
目
日
圃
ユ
⑦
ｇ
》

Ｆ
四
宮
国
門
口
晦
巴
﹈
の
盆
ご
琶
○
閏
》
両
．
面
．
ヨ
ミ
・
匡
冨
》
丙
○
の
①
旨
胃
忌
、
巨
言
毎
臨



(b）(c）
両
ロ
哩
諒
ぽ
げ
岸
①
時
凹
庁
口
儲
①

の
愚
①
Ｐ
の
．
１
衿
団
員
貝
’
○
目
○
四
の
①
．
届
臼
一
国
①
旨
①
日
ロ
ロ
ロ

の
Ｈ
①
①
旨
．
》
の
、
’
○
○
日
の
旦
旨
旨
の
．
忌
日
雪
国
の
旨
の
日
ｍ
ｐ
ｐ

ｏ
Ｈ
の
①
Ｐ
の
．
ｌ
缶
の
ｇ
の
①
○
怜
罰
の
巴
』
噂
．
ご
＄
》
日
置
①
国
○
巳
①
『
国
の
且

置
口
竺
①
『
》
缶
．
Ｉ
厨
﹈
目
○
・
ｓ
臼
》
○
匿
呉
８

旨
ロ
己
○
○
穴
》
胃
．
ｌ
缶
の
①
ぐ
①
Ｈ
の
。
国
①
且
．
忌
日
》
○
冠
呉
ざ

傍
白
の
国
８
口
．
属
庁
①
国
庁
員
①

画
の
屋
○
弓
》
の
．
１
画
①
愚
○
ぬ
．
﹈
ｇ
吟
》
ぐ
時
旨
、

国
巴
身
弓
旨
》
﹈
・
Ｉ
Ｐ
ｐ
Ｏ
ｇ
Ｒ
ｏ
Ｏ
昌
昇
ｑ
、
ご
ｓ
》
の
煙
ｐ
ｐ
ｑ
①
５

国
①
日
旨
四
冒
琶
》
同
．
Ｉ
隆
昌
○
ぐ
ｇ
亘
①
句
函
普
．
這
震
》
の
日
号
ロ
臼

冒
○
○
“
鼻
声
『
》
旨
．
－
弓
丘
①
の
８
口
己
．
后
＄
》
国
胃
８
口
鼻

冒
甘
琶
①
ロ
日
》
﹈
・
缶
．
１
日
彦
の
の
○
日
８
．
ご
＄
》
詞
目
．
Ｑ
ｏ
Ｂ
園
○
口
の
①

弔
○
叶
輿
》
病
．
缶
．
１
ｍ
宮
口
の
○
開
局
○
○
｝
の
．
乞
紹
》
巨
陣
』
の
国
Ｈ
ｏ
尋
口

の
巴
甘
ｍ
Ｒ
》
〕
・
ロ
．
１
句
埼
煙
ロ
ロ
『
四
口
．
ｑ
国
○
○
①
胃
．
邑
臼
宮
尉
岸
津
①
画
邑
笥
口

碑
の
旨
ず
の
。
丙
》
﹈
．
ｌ
弓
目
ぐ
の
﹈
の
弓
詳
宮
○
彦
肖
﹈
訂
．
ｓ
ｇ
》
ぐ
涛
旨
”

ご
ロ
巳
丙
①
》
﹈
．
Ｉ
丙
号
巨
叶
宛
ロ
ロ
．
ご
ｇ
》
侭
ロ
○
頁

1 5 6 3

㈱
美
術
書

戦
後
し
ば
ら
く
は
外
国
の
美
術
書
は
、
自
然
科
学
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
等
に
比
し
て
輸
入
量
は
少
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
当

社
は
、
昭
和
一
一
十
二
年
以
来
、
熱
心
に
展
覧
会
を
開
い
て
、
美
術
愛
好
家
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
「
学
鐙
」
の
再
刊
と
同
時
に
掲
載
し
た
「
売
場
の
一
隅
か
ら
」
で
は
、
ス
キ
ラ
版
の
復
刻
の
輸
入
な
ど
を
報
じ
て
い
る
。
昭
和
三



客
が
少
く
な
い
。

十
年
代
前
半
ま
で
は
、
美
術
書
の
顧
客
も
、
画
家
。
美
術
専
門
家
及
び
極
く
一
部
の
美
術
愛
好
家
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
三

十
年
代
後
半
に
入
る
と
、
一
般
の
愛
好
家
も
急
激
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
各
新
聞
社
・
各
種
文
化
団
体
が
西
洋
名
画
の
展
覧
会
を

開
催
し
た
た
め
、
実
際
に
そ
れ
ら
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
大
衆
の
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
美
術
学

校
、
デ
ザ
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
増
加
等
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

当
社
の
美
術
書
売
場
担
当
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
画
集
で
は
印
象
派
の
画
家
達
、
ゴ
ッ
ホ
、
マ
ネ
ー
、
モ
ネ
ー
に
人
気
が
あ
り
、
つ
い

で
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
。
ヴ
ィ
ン
チ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ニ
ロ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ロ
、
ボ
ッ
シ
一
一
、
プ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
と
い
っ

た
人
女
の
作
品
集
が
よ
く
売
れ
た
。
戦
後
騒
が
れ
た
ア
バ
ン
。
ギ
ャ
ル
ド
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
画
家
達
の
作
品
集
は
、
若
い
人
達
に

は
人
気
が
あ
っ
た
が
、
購
買
力
と
は
結
び
つ
か
ず
、
当
社
で
は
目
立
つ
売
行
は
示
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
頃
後
述
の
リ
ス
ト
に
掲
げ
た
員
局
日
８
百
口
○
冷
房
①
ｚ
昌
○
目
﹈
顧
医
８
旨
屋
の
２
昌
這
（
ぎ
ぐ
○
﹈
の
．
）
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
陶
磁
器
そ
の
も
の
を
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
た
め
、
研
究
家
も
多
く
、
高
価
で
は
あ
っ
た
が
相
当
数
販
売
し
た
。

中
国
の
陶
磁
器
に
関
す
る
図
書
は
外
国
に
お
い
て
も
数
多
出
版
さ
れ
て
お
り
、
当
社
に
も
、
こ
れ
に
関
す
る
書
物
を
求
め
る
特
定
の
顧

1５６４

ま
た
、
画
家
志
望
者
の
勉
学
の
基
礎
と
な
る
「
人
体
解
剖
学
」
（
芸
用
解
剖
学
）
関
係
の
書
籍
は
、
種
類
は
十
種
類
位
と
少
な
か
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
若
い
人
に
喜
ば
れ
好
評
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
出
版
で
絶
版
に
な
っ
た
《
出
口
日
自
国
、
貝
①
甘
言
島
○
口
》
》
》
貢
缶
昌
‐

日
巳
の
甘
言
Ｏ
ｇ
ｐ
》
》
が
、
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
的
勉
強
に
必
須
の
書
物
と
し
て
、
美
術
専
攻
、
デ
ッ
サ
ン
専
攻
の
学
生
達
に
よ
く
売
れ
た
。

戦
後
の
一
傾
向
と
し
て
一
般
建
築
史
、
製
図
の
描
き
方
、
透
視
画
法
な
ど
、
建
築
。
デ
ザ
イ
ン
関
係
書
の
種
類
が
豊
富
に
な
っ
た
。



写
真
集
も
有
名
カ
メ
ラ
マ
ン
の
作
品
展
が
開
か
れ
る
と
、
そ
の
作
品
集
を
求
め
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
写
真
集
は
、
専
門
家
ば

か
り
で
な
く
一
般
の
方
左
が
教
養
書
と
し
て
買
わ
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
美
術
関
係
の
年
鑑
が
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
の
に

反
し
て
、
《
《
。
、
の
．
８
日
①
国
跨
目
目
巴
》
》
言
国
５
８
ｍ
国
嘗
目
①
胃
国
○
○
丙
》
》
と
い
っ
た
写
真
の
年
鑑
類
が
相
当
売
れ
た
の
も
、
特
徴
的
で

あ
る
。美

術
害
売
場
で
は
、
そ
の
他
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
日
記
類
を
取
扱
っ
て
お
り
、
毎
年
決
っ
て
御
注
文
を
下
さ
る
お
客
様
も
、
年
と
共

に
増
し
て
い
る
。
こ
｝
）
で
よ
く
売
れ
た
美
術
害
を
あ
げ
て
お
く
。

○
四
℃
Ｐ
》
局
．
Ｉ
月
日
四
ｍ
①
具
ご
く
胃
．
ご
ｍ
吟
》
の
鵠
○
ｍ
ｍ
目
四
国
弓
冒
す
．

ロ
朋
揖
ロ
①
Ｈ
の
旨
，
国
国
薗
甘
．
の
、
后
霞
》
口
昌
ぐ
①
耐
の
画
属
の
．

里
寓
○
口
冨
ｍ
ｐ
の
．
㈲
・
Ｉ
Ｆ
胃
○
屋
の
、
①
の
儲
胃
ｏ
ｐ
Ｏ
Ｂ
昌
巨
①
．
胃
＠
日
》
Ｃ
Ｈ
Ｏ
尋
ロ
．

冒
○
。
①
Ｈ
ロ
㈲
日
ロ
．
叶
冒
的
’
○
○
具
８
５
○
吋
目
冒
弓
Ｈ
ｇ
●
号
．
ご
ｇ
》
の
冨
国
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㈲
古
害

文
部
省
は
、
か
ね
て
か
ら
私
立
大
学
図
書
館
、
と
く
に
新
設
大
学
に
お
け
る
図
書
の
不
足
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
が
、
そ
の
充
実
の

た
め
に
「
私
立
大
学
研
究
設
備
助
成
金
」
の
交
付
を
始
め
た
。
補
助
額
は
購
入
金
額
の
一
一
分
の
一
で
あ
っ
た
の
で
、
有
名
私
立
大
学
は

勿
論
の
こ
と
、
中
小
の
新
設
私
立
大
学
も
競
っ
て
賊
入
の
申
請
を
し
た
。
こ
の
予
算
は
一
、
○
○
○
万
円
以
上
の
物
を
購
入
す
る
際
の

特
殊
設
備
部
門
と
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
の
人
文
科
学
部
門
、
社
会
科
学
部
門
、
理
工
部
門
、
生
物
部
門
に
分
け
ら
れ

た
。
後
者
は
部
門
別
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
書
籍
で
は
、
人
文
。
社
会
科
学
部
門
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
う
ち
古
書
が



こ
の
時
期
の
後
半
に
は
、
わ
が
国
の
和
書
の
出
版
量
は
著
し
く
増
加
し
、
種
類
も
蝦
し
く
な
っ
た
。
こ
の
状
勢
に
対
応
し
て
、
本
支

店
を
通
じ
積
極
的
な
販
売
活
動
を
行
っ
た
。
左
記
の
和
書
展
覧
会
開
催
も
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。

「
新
作
現
代
版
画
展
示
会
」
昭
和
一
一
一
十
六
年
二
月
二
日
’
六
日

四
和
書
売
場
の
状
況

1 5 6 6

大
半
を
占
め
、
人
文
。
社
会
科
学
部
門
の
資
料
が
欧
米
か
ら
鯵
し
く
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
助
成
金
に
よ
る
各
大
学
か
ら
の
古

書
の
注
文
は
戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
量
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
理
工
。
医
学
系
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
相
変
ら
ず
新
規
研
究
機
関
か
ら
の
注
文
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
仕
入
の
た
め
に
司
社

長
と
共
に
当
社
の
古
書
係
員
が
、
随
行
渡
米
し
て
買
付
け
を
行
っ
た
。
こ
の
渡
米
を
契
機
と
し
て
海
外
の
古
書
業
者
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
業
者
と
の
取
引
は
急
激
に
増
加
し
、
ス
ト
ッ
ク
の
た
め
の
積
極
的
な
仕
入
を
も
盛
ん
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

稀
親
書
部
門
も
次
第
に
戦
後
の
不
況
時
代
を
脱
出
し
て
、
著
名
な
古
典
の
輸
入
・
販
売
が
増
加
し
た
。
個
人
の
蔵
書
家
が
増
加
し
て
、

海
外
の
古
書
。
稀
親
書
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
輸
入
さ
れ
た
稀
槻
書
は
多
数
あ
る
が
、
一
、
二
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

属
目
ｍ
ｇ
ｍ
尉
冒
》
缶
．
〕
・
ぐ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
”
の
肘
の
ロ
ｇ
ｇ
の
言
の
岸
》
届
９
１
岳
９
．
絹
ぐ
○
﹈
の
．
》
の
庁
．
弔
①
蔚
勝
言
侭
一
馬
ｇ
ｌ
》
届

の
呂
旨
唱
具
言
①
拝
》
国
①
儲
目
目
》
衿
。
○
﹈
旨
①
降
雨
○
ヶ
①
属
‐
丙
①
の
巳
扇
○
烏
口
の
ｇ
⑦
貝
箇
ｏ
言
〕
ｍ
ｍ
－
Ｏ
ｐ
ｇ
冒
呂
煙
騨
且
震
警

跨
の
旨
．
吟
ぐ
○
行
．
陣
シ
陣
協
、
畠
臼
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芦
）
の
展
示
会
で
は
前
川
千
帆
、
宮
尾
し
げ
を
、
稲
垣
知
雄
、
前
田
政
雄
等
の
版
画
を
展
示
即
売
し
た
。
会
場
で
は
毎
日
多
数
の
版
画

が
売
れ
、
な
か
な
か
好
評
で
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
種
の
展
覧
会
は
今
日
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。

「
豪
華
本
。
特
装
本
。
限
定
版
の
会
」
昭
和
三
十
六
年
三
月
六
日
’
十
一
日

戦
後
、
学
生
や
若
い
読
書
家
に
文
庫
本
や
新
書
版
が
好
評
で
あ
っ
た
半
面
、
豪
華
本
が
愛
書
家
に
歓
ば
れ
る
傾
向
も
こ
の
頃
か
ら
著

し
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
経
済
の
発
展
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
豪
華
本
の
展
示
に
は
か
な
り
広
い
つ
も
り
の
当
社
の
売
場
で

も
、
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
書
物
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
て
愛
書
家
の
希
望
に
応
え
た
い
と
、
こ
の
展
示
会
を
催

し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
塚
巧
芸
社
、
光
琳
社
、
便
利
堂
等
と
い
っ
た
出
版
社
の
通
常
の
販
売
ル
ー
ト
に
乗
ら
な
い
美
術
書
を
中
心
に
豪

華
本
・
特
装
本
を
陳
列
即
売
し
、
愛
書
家
か
ら
喜
ば
れ
た
。
こ
の
催
し
が
好
評
で
あ
っ
た
の
で
、
以
後
毎
年
開
催
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
左
に
好
評
で
あ
っ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

「
正
倉
院
宝
物
三
巻
」
各
一
八
、
○
○
○
円
（
朝
日
新
聞
社
）
「
鉄
斎
」
一
○
、
○
○
○
円
（
平
凡
社
）
「
児
島
善
一
一
一
郎
画
集
」

一
一
一
○
、
○
○
○
円
（
美
術
出
版
社
）
「
肉
筆
浮
世
絵
一
一
巻
」
各
二
一
一
一
、
○
○
○
円
（
講
談
社
）
「
ル
オ
ー
」
一
○
、
○
○
○

円
（
み
す
ず
書
房
）
「
阪
本
繁
二
郎
画
集
」
五
○
、
○
○
○
円
（
求
龍
堂
）

「
『
西
鶴
』
に
関
す
る
展
覧
会
」
昭
和
四
十
年
六
月
七
日
’
十
二
日

こ
の
展
覧
会
は
、
天
理
大
学
図
書
館
が
図
録
「
西
鶴
」
（
全
一
一
冊
）
を
編
集
。
発
行
し
た
の
を
機
会
に
、
発
売
元
の
当
社
が
協
力
し

て
開
催
し
た
展
覧
会
で
あ
る
。
西
鶴
に
つ
い
て
内
外
で
書
か
れ
た
貴
重
な
文
献
資
料
を
多
数
取
揃
え
展
示
し
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
四
十

年
五
月
号
に
陣
峻
康
隆
早
稲
田
大
学
教
授
の
「
図
録
『
西
鶴
』
刊
行
の
意
義
」
を
、
ま
た
同
年
七
月
号
に
は
、
ハ
ウ
ァ
ド
。
ピ
ペ
ッ
ト
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｢西鶴」に関する展覧会

の
「
壁
の
な
い
図
書
館
の
中
の
西
鶴
」
の
寄
稿
を
得
た
。

こ
の
他
に
、
前
述
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
。
カ
ー
ド
の
売
行
は
好
調
で
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
か
ら
亀
倉
雄
策
デ
ザ
イ
ン
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
カ
ー
ド
の
注
文
を
受
け
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
、
東
京
商
工
会
議
所
で
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
外
人
客
受
入
委
員
会
を
組
織
し
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
な
か
で
、

信
用
あ
る
店
を
Ｉ
ｏ
Ｇ
ｏ
Ｓ
店
（
﹇
具
の
曽
昌
○
局
一
の
○
○
旦
急
冨
農
目
）

と
し
て
委
託
し
て
い
た
が
、
当
社
も
そ
の
指
定
を
受
け
た
。
そ
し
て
和
書

売
場
の
一
隅
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
ス
ー
ベ
ニ
ァ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
円

空
仏
の
プ
ラ
ス
チ
ー
カ
、
浮
世
絵
、
カ
レ
ン
ダ
ー
等
、
日
本
の
伝
統
を
い

＃か
し
た
郷
土
色
豊
か
な
土
産
品
を
陳
列
し
た
。

外
国
語
、
と
く
に
英
語
修
得
希
望
者
の
激
増
は
眼
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
が
、
和
書
売
場
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
か
ら

は
レ
コ
ー
ド
会
社
と
契
約
し
て
語
学
レ
コ
ー
ド
を
置
く
こ
と
に
し
た
（
後
に
は
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
店
員
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

今
日
に
及
ん
で
い
る
）
。

好
評
の
和
書

㈲
社
会
科
学
。
一
般
教
養
害

娠
篭

鍵燕

癖
顛
『
認
可
蕊
鍵

、
賂
夢
謬
像
騨
』

§
＃
舗
鐸



こ
の
頃
に
は
、
百
科
事
典
の
出
版
が
相
つ
ぎ
、
当
社
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
よ
い
売
行
き
を
示
し
た
。

「
国
民
百
科
事
典
全
八
巻
」
（
平
凡
社
）
「
世
界
大
百
科
事
典
全
三
十
二
巻
」
（
平
凡
社
）
日
本
出
版
研
究
所
編
「
日
本
百

科
大
辞
典
全
十
三
巻
」
（
小
学
館
）

こ
の
他
、
当
社
の
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ば
実
用
的
書
籍
の
売
れ
行
き
は
根
強
く
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
各
新
聞
社
の
年
鑑
類
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
よ
く
売
れ
た
。

経
済
企
画
庁
編
「
経
済
白
書
」
（
大
蔵
省
印
刷
局
）
日
本
ド
ク
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
編
「
国
際
十
進
分
類
法
簡
略
日
本
語
版
」

（
日
本
ド
ク
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
デ
ザ
イ
ン
編
集
室
編
「
編
集
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
版
」
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
）
都
留
重
人

編
「
岩
波
小
辞
典
経
済
学
」
（
岩
波
書
店
）
日
本
経
済
新
聞
社
編
「
経
済
新
語
辞
典
一
九
六
一
年
全
面
改
訂
版
」
（
日
本
経
済
新

聞
社
）
岩
波
書
店
編
「
国
書
総
目
録
」
（
岩
波
書
店
）
日
本
学
術
会
議
編
「
全
国
研
究
機
関
総
覧
」
（
大
蔵
省
印
刷
局
）
高

宮
晋
編
「
新
編
社
規
社
則
集
」
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
経
済
記
事
の
基
礎
知
識
」
（
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
）

そ
の
他
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全
集
類
で
は
と
く
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
よ
く
売
れ
た
。

「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
全
二
二
巻
」
（
岩
波
書
店
）
「
世
界
大
思
想
全
集
全
四
五
巻
」
（
河
出
書
房
新
社
）
「
岩
波
講
座

現
代
全
十
六
冊
」
（
岩
波
書
店
）
「
世
界
教
養
全
集
全
三
八
巻
」
（
平
凡
社
）
世
界
地
理
風
俗
大
系
編
集
部
「
世
界
地
理
風

俗
大
系
全
三
四
巻
」
（
誠
文
堂
新
光
社
）



郎
著
「
人
間
の
扉

訂
版
」
（
日
本
交

（
毎
日
新
聞
社
）

宇
野
弘
蔵
著
「
経
済
原
論
上
・
下
」
（
岩
波
書
店
）
塩
田
庄
兵
術
著
「
労
働
組
合
入
門
」
（
カ
ッ
パ
プ
ッ
ク
ス
）
安
田
徳
太

著
「
人
間
の
歴
史
」
（
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
）
宮
城
音
弥
著
「
性
格
」
（
岩
波
新
書
）
日
本
交
通
公
社
編
「
旅
程
と
費
用
改

版
」
（
日
本
交
通
公
社
）
毎
日
新
聞
社
編
言
ｚ
①
尋
﹈
ｇ
自
己
９
１
》
臼
こ
（
毎
日
新
聞
社
）
毎
日
新
聞
社
編
員
の
①
①
甘
い
﹈
ｇ
自
署

１５７０

㈲
理
工
学
・
医
学
害

浅
原
昭
三
。
藤
井
光
雄
他
著
「
無
機
有
機
工
業
材
料
便
覧
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
実
吉
純
一
・
菊
池
善
之
。
能
本
正
彦
監
修

「
超
音
波
技
術
便
覧
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
金
属
学
会
編
「
新
版
金
属
便
覧
」
（
丸
善
）
西
一
郎
・
今
井
知
朗
・
笠
井
正
威

編
「
界
面
活
性
剤
便
覧
」
（
産
業
図
書
）
水
谷
久
一
著
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
技
術
便
覧
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
日
本
分
析
化

学
会
編
「
分
析
化
学
便
覧
」
（
丸
善
）
土
木
設
計
便
覧
編
集
委
員
会
編
「
土
木
設
計
便
覧
」
（
丸
善
）
軽
量
形
鋼
建
築
便
覧
作
成

委
員
会
編
「
軽
量
形
鋼
建
築
便
覧
」
（
技
報
堂
）
日
本
規
格
協
会
品
質
管
理
便
覧
編
集
委
員
会
編
「
品
質
管
理
便
覧
」
（
日
本
規
格

協
会
）
井
上
宇
市
著
「
ダ
ク
ト
計
算
便
覧
」
（
丸
善
発
売
）
接
着
技
術
便
覧
編
集
委
員
会
編
「
接
着
技
術
便
覧
」
（
日
刊
工
業
新

聞
社
）
山
田
常
雄
。
前
川
文
夫
他
編
「
生
物
学
辞
典
」
（
岩
波
書
店
）
宮
武
修
。
中
山
隆
共
著
「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
法
」
（
日
刊
工

業
新
聞
社
）
山
内
恭
彦
。
平
田
森
三
。
富
山
小
太
郎
翻
訳
監
修
「
Ｐ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ｃ
物
理
上
。
下
」
（
岩
波
書
店
）
近
角
聡

信
・
磯
部
孝
他
編
「
物
理
の
散
歩
道
正
。
続
」
（
岩
波
書
店
）
ム
ー
ァ
著
・
藤
代
亮
訳
「
新
物
理
化
学
上
。
下
」
（
東
京
化
学

同
人
）
水
渡
英
二
。
久
保
輝
一
郎
。
中
川
有
一
一
一
・
早
川
宗
八
郎
編
「
粉
体
」
（
丸
善
）
並
木
高
美
編
「
新
訂
エ
程
管
理
の
実

際
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
著
。
鹿
島
研
究
所
出
版
会
訳
「
新
し
い
エ
程
管
理
」
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
）
日
本
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道
路
協
会
編
「
道
路
構
造
令
の
解
説
」
（
道
路
協
会
。
丸
善
発
売
）
池
田
俊
雄
。
室
町
忠
彦
著
「
増
補
版
地
耐
力
調
査
法
」
（
鉄

道
現
業
社
）
彰
国
社
編
「
建
築
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
」
（
彰
国
社
）
ポ
ン
テ
イ
著
大
石
敏
雄
訳
「
建
築
を
愛
し
な
さ
い
」

（
美
術
選
書
）
浅
野
定
次
著
「
新
版
冷
凍
冷
房
の
実
際
」
（
丸
善
）
日
本
音
響
材
料
協
会
編
「
建
築
音
響
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
（
技
報
堂
）
鹿
島
建
設
設
計
部
編
「
デ
ィ
テ
ー
ル
建
築
の
仕
上
げ
」
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
）
西
川
暁
。
高
田
秀
三
・
金

春
国
雄
著
「
透
視
図
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
（
彰
国
社
）
高
圧
ガ
ス
協
会
編
「
高
圧
ガ
ス
取
締
法
」
（
高
圧
ガ
ス
協
会
）
ブ
リ
ジ
ス
ト

ン
タ
イ
ャ
（
株
）
技
術
部
。
日
本
ト
レ
ー
デ
ン
グ
（
株
）
企
画
部
編
「
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
」
（
槙
書
店
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
テ
リ
ア
ル

（
株
）
編
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
読
本
」
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
テ
リ
ァ
ル
社
）
金
崎
健
児
。
岡
田
富
男
他
編
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
（
日

刊
工
業
新
聞
社
）
工
業
技
術
院
監
修
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
形
成
読
本
」
（
富
士
弘
報
社
）
マ
ー
フ
イ
著
。
森
口
繁
一
監
訳
「
図
解

電
子
計
算
機
入
門
」
（
紀
伊
国
屋
書
店
）
森
口
繁
一
編
「
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
入
門
」
（
日
本
科
学
技
術
連
盟
）
渡
部
弘
之
著
「
や
さ
し

い
電
子
計
算
機
」
（
産
報
）
電
子
回
路
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
電
子
回
路
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
丸
善
）
広
瀬
孝
六
郎
編

「
工
場
廃
水
と
そ
の
処
理
」
（
技
報
堂
）
日
本
学
術
振
興
会
製
鋼
第
十
九
委
員
会
編
「
超
音
波
探
傷
法
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編
「
東
海
道
新
幹
線
」
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
木
村
恒
行
・
木
村
耕
三
共
著
「
産
業
公
害
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）

庄
司
光
・
宮
本
憲
一
共
著
「
恐
る
べ
き
公
害
」
（
岩
波
新
書
）
荷
役
研
究
所
技
術
広
報
社
編
「
最
新
荷
役
機
械
カ
タ
ロ
グ
集
」
（
荷

役
研
究
所
）
石
井
勇
一
編
「
電
気
術
語
大
辞
典
英
和
独
露
」
（
オ
ー
ム
社
）
通
産
省
重
工
業
局
編
「
国
産
機
械
総
覧
」
（
東
京

図
書
）
Ｌ
ｏ
Ｆ
ｏ
フ
ィ
ー
ザ
１
．
Ｍ
．
フ
ィ
ー
ザ
ー
共
著
。
後
藤
俊
夫
訳
「
フ
ィ
ー
ザ
ー
基
礎
有
機
化
学
」
（
丸
善
）
，
。
Ｃ
・

ジ
ャ
ー
ピ
ス
著
。
大
原
武
夫
訳
「
バ
ー
モ
ン
ト
の
民
間
療
法
」
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
日
本
公
定
書
協
会
編
「
第
七
改
正
日
本
薬
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局
方
第
一
部
解
説
書
」
（
広
川
書
店
）


